
●ポスターセッション２０１０ （in帝京平成大学）
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●ポスターセッションとして目指すポスター

●視覚的な印象に訴えるポスターではなく、論理的に説明するポスターを目指す
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データ等があるから
効果を評価できる

Ｓee（データの収集・分析）から始めて、 Ｐ（計画）、Ｄ（実施）、Ｃ（評価）、Ａ（見直し）
サイクルを回し始める。

ポスターの改善

●論理的ポスターに向けた共通認識と軌道修正
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改善・工夫

データ・地図

予防活動

科学的な
取組み

より分かり
やすく

活動プラン

Ｐ

Ｄ

Ａ

現時点の
課題設定

① Ｓｅｅ（データや地図等による課題説明）を補強する

ホップ

See

活動の評価Ｃ

社会状況
区民ニーズ

納得性
の向上

課題の
見える化

② できる限り課題設定の焦点を絞り込む

③ ＳＣとの関連性から課題設定の方向を修正する

ステップに向かう前に、まず、ホップの内容を改善してから、ステップに進む。

ステップ

ジャンプ

Presenter
Presentation Notes
科学的な手法というと少し、難しく聞こえますが、要（よう）は、常に課題を客観的に明確にしておくということです。
よく、Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクルと言われますが、どうしても「Ｄｏ（ドゥー）」の部分の「予防活動」だけが、中心になる傾向があります。
データを集め、効果を確認し、課題を見えるようにする。その上で、原因分析と改善を加えるという、「Ｃ」と「Ａ」の部分をしっかりつくろうということです。
効果が確認できれば、はげみになりますし、課題が明確に分かれば、アイデアもわいてきます。
また、「課題を見える化」することで、協力者を増やすこともできますし、誰と連携・協働すればよいのかも分かってきます。
企業や行政活動では、当たり前のことかもしれませんが、コミュニティが中心となる分野横断的な活動にも、こうした考え方を分かりやすく取り入れていくのが、セーフコミュニティ活動だと私は考えています。





●軌道修正により、進行の度合いを柔軟に

７月27日 ステップ １０月7日 ジャンプ

６月３日 ホップ

●地域の現状は
事業等の対応状況

●発表の場
としまコミュニティ大学
帝京平成大学ホール

●効果を高めるために
連携・協働等による改善

●発表の場
（仮称）ＳＣ区民大会
東京芸術劇場大ホール

●効果は出ているか
何が課題なのか

●発表の場
第2回ＳＣ推進協議会
庁舎ロビーでの掲示

テ
ー
マ

現状を伝える 評価を伝える 改善を提案する

7月27日 ホップの精査

６月３日 ホップ

１０月7日
ステップ・ジャンプ

7月21日（午後4時～）
第7回ＳＣ推進本部での発表を予定

テ
ー
マ

現状を伝える 現状を精査 評価・改善提案

●７月時点で改めて「ホップ」としての精査を行うかたちも可としました。
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